
信州ウッドコーディネーター（Cood.)を活用してみませんか？

～県産材製品の営業力強化や事業者同士の連携体制構築を支援します！～

令和７年度ウッドもっとつなぐ事業（森林環境譲与税活用）

〇Cood.（呼称：コーディ）ってどんな人？
県産材製品等に関する知識や木材の営業経験等を豊富に有しているほか、様々なスキルを

有している人物を９名配置しています。

〇どんなことをお願いできるの？
市場ニーズの把握、都市部自治体等への県産材製品PR、商談の場の創出、製品企
画提案等に加えて、県内木材加工事業者の連携体制構築の支援（水平・垂直連
携）や地域における木質バイオマス循環利用の仕組みづくりに関する施策への助言など、
県産材の需要拡大に関することを幅広くお願いすることができます。

こんなことお願いできるの？ということもお気軽にご相談ください。
相談窓口：長野県 林務部 信州の木活用課 県産材利用推進室

（TEL 026-235-7266）

〇費用はかかるの？
Cood.の活動に係る報償費・旅費については、県が負担します。

〇いつまで活動できるの？
令和７年度は、令和８年２月末日まで活動可能です。

ただし、予算の状況により活動を終了する場合があります。

Cood.活動のイメージ

Cood.

○水平連携の例

▶地域の木材加工事業者が連携して原板をJAS工場へ供給し、JAS工
場で乾燥や格付け等を行い、JAS製品として出荷

国内のビルダー

JAS工場A

①部材を発注 ④JAS製品(２×10材)を供給

製材工場B

②原板を発注

③原板を供給

②原板を発注

③原板を供給

製材工場C

事業者間の契約・協定締結、
連携体制をサポート

○垂直連携の例
▶地域の工務店と製材工場が連携して、
県産材を活用した住宅を供給

施主

④県産材を供給

製材工場E

③県産材
を調達

森林組合等

②部材を発注 ⑤県産材製
品を供給

①住宅を契約 ⑥県産材住
宅を供給

工務店D

都市圏自治体等

Cood. 営業活動
市場ニーズの把握

県内木材加工事業者等

情報の
フィードバック

商談の場の創出、製品企画提案等地域で木質バイオマスを
持続的に利用する仕組みづくり

へのアドバイス
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